
 
 

武蔵野市交流市町村協議会 災害時相互支援について 

（安曇野市サミット宣言） 

 

（主旨） 

平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災は、国内観測史上最大のマグニチュ

ード９．０の大地震による大津波などにより、２万３，０００人を超える死者、行方

不明者をもたらし、今なお８万人を超える人々が避難生活を送っている。 

今回の震災で、武蔵野市交流市町村協議会（以下、「協議会」という。）の会員自治

体の地域内では直接の犠牲者は出なかったが、岩手県遠野市は岩手県沿岸の被災地の

後方支援という極めて重要な役割を担い、被災地の支援に大きく貢献している。 

協議会会員の自治体は、遠野市の後方支援活動に対し、いち早く物的・人的支援活

動、義捐金活動などを行い、国や県の支援とは別に、現地のニーズに応じた素早い支

援を実現した。 

こうした支援の形を今後も続く東日本大震災の支援・復興や、将来別の地域でも起

こりうる災害に活かすため、ここに協議会を構成する１０の自治体が、災害時におけ

る相互支援の仕組みを確認し、長年の友好交流が創り出した絆を大きな力として、相

互に助け合い、支えあうことをここに宣言する。 

 

（災害時相互支援の骨子） 

１ 災害時相互支援は、協議会会員１０市町村が実情に応じた実施可能な方法と範囲

で自主的に行う。 

２ 災害時相互支援は、会員自治体が被災した場合に限らず、他の被災した自治体を

会員自治体が後方支援する場合も含むものとする。 

３ 災害時相互支援の種類は物的支援、人的支援、金銭的支援、その他支援要請に基

づく支援とするが、事情によりこれらを直接行うことができない場合は、他の会員

自治体を通じて間接的に行うものとする。 
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